
神奈川県立中原支援学校
中学部
学校説明会資料

学校の公認キャラクター はにっぴー と くま



中原支援学校について

昭和49年 開校（肢体不自由教育部門）

平成15年 高等部知的障害教育部門併設

平成21年 県立住吉高校内に

高等部知的障害教育部門分教室設置

令和５年 校名変更 中原養護学校から『中原支援学校』へ



学校目標

＜自ら考え、自分らしく生きる人を育てる＞

豊かに…自立して、心豊かに生きる人を育てる

伝える…自分の気持ちを表現する力を育てる

広げる…地域の中でよりよく生きる力を育てる



学校紹介（各部門）について

肢体不自由教育部門（Ａ部門）

小学部 35名（訪問教育１名含む）

中学部 16名

高等部 28名（訪問教育４名含む）

知的障害教育部門（Ｂ部門）

高等部 本校 89名

分教室 35名 令和７年5月1日現在



中学部

肢体不自由教育部門（A部門）



中学部の目標

①自分の身体への関心を高め、心身ともに安定
した豊かな生活を送れるようにする。

②興味関心の幅を広げ、様々な経験を積みながら
自分の気持ちを伝えられるようにする。

③コミュニケーションの幅を広げ、様々な場所で
様々な人と関わる態度を養う。



中学部の日課表

自立活動中心 教科中心



自立活動中心（自立活動を主とする）



教科中心（知的代替）



朝の活動・朝の会



さまざまな食形態があります

初期食
粒が無くそのまま嚥下できるもの

中期食
口の中でバラバラにならず、
舌でつぶせるもの

後期食
歯茎でつぶせるもの

普通食
歯で噛めるほとんどのもの

給食



① 一人ひとりの実態に応じた環境を整え、
心身の健康の維持・増進を目指す。

② 人やものとのかかわりを通して、豊かな心
を育てる。

③ 様々な活動を通して自分の気持ちを表
現する力を育てる。

④ 関係機関と連携し、地域の中で自分ら
しく生活できるように支援する。

例

訪問教育



神奈川県立総合教育センター

自立活動教諭
(看護師)

医療的ケア



●東急東横線日吉駅から
・東急バス さくらが丘行き 約10分
終点から徒歩約５分

●東急田園都市線溝の口駅、JR南武線武蔵溝ノ口駅から
・東急バス 蟹ヶ谷行き 約20分
終点から徒歩約15分

●JR南武線武蔵新城駅から
・川崎市バス 約20分
井田営業所前下車徒歩約10分
・川崎市バス 井田病院行き 約20分
中原老人福祉センター入口下車徒歩約10分

・東急バス 綱島駅行き 約15分
蟹ヶ谷下車徒歩約15分

参考:学校までの案内図


